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「 空き家ノート」

問 くらしデザイン課
（☎21-1209）

掛川市横須賀の長らく閉館している愛宕下美術館（昭和６年建築）は、滞在型アート作品制作、市民ギャ

ラリー、個展開催などの場に生まれ変わります。

また、隣接する空き家は「泊まれる美術館」をコンセプトに、和風情緒を生かした民泊施設にリノベーショ

ンされ、新しい人の流れや地域経済の活性化に寄与することが期待されます。

空き家に関する
情報を毎月お届け!

●愛宕下美術館の保存再生などについては、右記の二次元コードからご確認ください。
●空き家の相談は、かけがわランド・バンク TEL. 64-3121(平日9時～16時)まで
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の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
連
携
し
、
地
域
経
済
の

循
環
の
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

民
泊
施
設
の
特
徴
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ア
ー
ト
に
興
味
の
あ
る
方
や
、
農
業
体
験
を
希
望

す
る
方
、
地
域
で
の
ん
び
り
過
ご
し
た
い
方
を
対
象

に
考
え
て
い
ま
す
。

外
国
人
家
族
の
長
期
滞
在
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

な
プ
ラ
ン
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
ど
の
よ
う
な

貢
献
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
？

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
取
り
組
み
を
行
い

な
が
ら
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、
横
須
賀
の
フ
ァ

ン
を
増
や
す
こ
と
で
、
地
域
全
体
の
活
性
化
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
事
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
や
背
景
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

所
有
者
か
ら
空
き
家
の
相
談
を
受
け
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
建
築
士
と
し
て
、
地
域
の
課
題

解
決
に
貢
献
で
き
る
方
法
を
模
索
し
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
い
た
り
ま
し
た
。

美
術
館
の
保
存
再
生
に
つ
い
て
、重
要
だ
と
感

じ
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

こ
の
美
術
館
は
、
地
域
に
文
化
を
広
げ
る
役
割
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。
設
立
者
の
思
い
を
現
代
に
継
承

し
つ
つ
、
地
域
活
性
化
の
場
と
し
て
再
生
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
存
再
生
後
、美
術
館
と
民
泊
施
設
は
ど
の
よ

う
に
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
か
？

「
泊
ま
れ
る
美
術
館
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
美
術

館
だ
け
で
な
く
、
民
泊
施
設
に
も
美
術
品
を
展
示

し
、
宿
泊
者
が

ア
ー
ト
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る

空
間
を
提
供
し

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　ま
た
、
地
元

の
方
々
や
高
校

生
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
な
ど
多
様

な
方
と
、
地
域

「空き家活用モデル事業」採択事業紹介②
愛宕下美術館の保存再生と隣接空き家の民泊施設化計画

市教育委員会と静岡大学教育学部が相互連携に関する
協定を締結しました。学校教育の発展と人材育成を目指
し、人的・知的資源を活用した多様な分野での連携を進め
ていきます。市の子どもたちの未来を切り拓く力の育成に
向けた新たな取り組みが始まりました。

▲協定書を掲げる鎌塚学部長（左）と佐藤教育長（右）

「史跡磨き上げプロジェクト」が横須賀城跡で開催され
ました。参加者は、歴史ある城跡を楽しみながら遺構に生
えた雑草や低雑木などの撤去作業に取り組み、市学芸員に
よる城跡解説ツアーでは熱心に耳を傾けていました。

▲国指定史跡　横須賀城跡を楽しむ参加者

11

新しい移動図書館車が誕生！ 「かけがわ教育の日」に
て、中遠環境保全株式会社様より「ひまわり号」(デザイン:
ヨシタケシンスケ)と「わくわく号」(デザイン:ツペラツペ
ラ)、車両に載せる書籍代400万円が贈呈されました。読書
の楽しさを地域のみなさんにお届けします。

▲贈呈された図書館車
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11/15

横須賀小学校3年生が「株式会社おいもや」の工場見学
を実施しました。干し芋製造の工程を学び、昔ながらの「つ
き台」を使って芋を切る体験にも挑戦！地域で働く人の思
いや気持ちを感じることができました。地元の特産品への
理解と愛着を深める貴重な機会となりました。

▲干し芋製造工程に挑戦する児童

掛川の冬を彩る｢第26回ひかりのオブジェ展｣が、駅北口
で開催されています。初日は掛川東中学校吹奏楽部による
コンサートや点灯式を実施。市民や企業、児童、学生、地
元商店街などが作製した約70作品が展示されています。 
1月23日までの開催です。

▲展示作品を鑑賞する通行人

１月11日から二の丸茶室で行われる王将戦第１局。棋士
に提供される「勝負めし・おやつ」が披露され、掛川市将棋
によるまちづくり実行委員が試食を行いました。おやつは市
内事業者に公募し集まった18品が勢揃い。当日どのメ
ニューが選ばれるか注目です。

▲試食をする実行委員
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運営者　村松　謙一さん（左）　村松　新太さん（右）

あたごした
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市公式 X （旧twitter）Photo News ［  日々の出来事を発信しています  ］


